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Press Release      

 
日産センチュリー証券、高頻度取引向け低遅延接続サービスを開始 

- KVH プロキシミティ・サービス採用により海外からの市場参加者を拡大 -  
 

 

2011 年 2 月 7 日 

 
ユニコムグループホールディングス株式会社（JASDAQ・コード 8744)傘下の日産センチュリー証券

株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：貫 雄彦、以下「日産センチュリー証券」）は、機

関投資家をはじめとした国内外の投資専門家向けに、高頻度取引（High Frequency Trading: HFT）
*1に特化した低遅延接続サービスを開始します。新サービスの接続環境には、KVH 株式会社（本社：

東京都港区、最高経営責任者：リチャード・ウォーリー）の「KVH プロキシミティ・サービス」を

採用します。第 1 弾として、本年 2 月より東京工業品取引所への低遅延接続サービスを開始し、4 月

より、大阪証券取引所の次期デリバティブ売買システム「J-GATE」を対象にサービスを拡張します。 
 
昨今、主要取引所が取り組む次世代取引システムの導入や取引制度の見直しにより、国内でも高頻度

取引の普及が本格化しています。日産センチュリー証券は、このような市場環境に迅速に対応するた

め、商品先物オンライントレードサービスや海外デリバティブ運用等で培った経験を基に、高頻度取

引分野における電子ブローキングサービスの拡充を図ります。また、日産センチュリー証券は、低遅

延接続サービスの提供に加え、優れた ISV 取引プラットフォームの導入や日英バイリンガル・サポ

ートを強化することで、国内系で唯一、東京証券取引所、大阪証券取引所、東京工業品取引所並びに

東京穀物品取引所の取引参加・清算資格を有する証券会社として、海外からの注文受託に注力します。 
 
「KVH プロキシミティ・サービス」は、高速 KVH 光ファイバー網と国内主要取引所に近接する KVH
東京データセンターを基盤に、1 カ所から複数取引所への超低遅延取引執行に最適な、マネージド・

ホスティング環境を実現しています。KVH は、プロキシミティ・ホスティング市場をいち早く開拓

し、金融サービス市場における専門知識や多言語のファシリテーター・サービスを組み合わせること

で、国内外からの高頻度取引ニーズに包括的に対応しています。日産センチュリー証券は、KVH の

サービスを活用することで、国内最高水準の取引所接続環境を迅速かつ効率的に投資家に提供するこ

とができます。 
 
日産センチュリー証券の代表取締役社長、貫 雄彦は、「成長著しいアジアの資本市場にあって国内の

市場は低迷気運にありましたが、取引所の様々な取組みが功を奏し、新たな潮流である HFT 環境が

整いつつあります。当社は、リーズナブルかつクオリティの高い最新鋭の接続環境の提供により、市

場活性化の一翼を担うべく、アジアをはじめとした海外からの市場参加者の拡大に努めます。業界最

高水準の低遅延サービスとして採用した KVH プロキシミティ･サービスを活用することで、さらな

                                                  
*1 高頻度取引（High Frequency Trading : HFT）：高性能なコンピューティングを駆使し、短時間に超高

速での大量発注を可能にする取引形態。 
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る市場拡大と顧客満足度の向上を目指します」と述べています。 
 
KVH の国際事業本部上席執行役員の国 忠敏（グォ・ジョンミン）は、「KVH プロキシミティ・サ

ービスは、高頻度取引に最適な国内最高水準の超低遅延な接続環境とともに、KVH グローバル・イ

ーサネット網による香港、シンガポール、シカゴへの接続および関連会社英 COLT 社とのグローバ

ル協業体制に基づき、世界の主要金融都市への超低遅延アクセスを提供します。日産センチュリー証

券の新サービスのプラットフォームとして活用いただくことで、今後拡大が見込まれる海外からの取

引参加者ニーズにも柔軟な対応が可能です」と述べています。 
 
日産センチュリー証券について 
日産センチュリー証券は、1948 年に日産証券として設立され、2006 年、センチュリー証券より個人

並びに法人営業部門を承継し、日産センチュリー証券として新しいスタートを切っています。さらに、

2011 年、グループ会社である日本ユニコムより商品オンライントレード事業並びに各商品取引所の

取引参加・清算資格を承継し、国内系では唯一、東京証券取引所、大阪証券取引所、東京工業品取引

所並びに東京穀物商品取引所の取引参加・清算資格を有する証券会社となりました。現在は、国内外

の投資家に、従来の対面営業サービスだけでなく、最先端の ISV サービスを含むオンライントレー

ド環境や、技術コンサルティングなど質の高いサービスを提供しています。 
 
KVH について 
KVH は、日本にフォーカスした通信/IT サービスプロバイダーとして、1999 年に米国フィデリティ・

グループにより東京を本社に設立されました。包括的な通信/IT マネジメント・ソリューションとし

て、マネージド・サービス、データセンター・サービス、プロフェッショナル・サービス、データ通

信、インターネット接続、音声通信を法人向けに提供しています。現在日本における最高水準の低遅

延ネットワークは、450 社以上の金融サービス分野の顧客に利用され、高頻度取引に特化した超低遅

延ネットワーク接続、プロキシミティ・ホスティング･ソリューション分野では市場をリードしてい

ます。KVH の超低遅延ネットワークは、東京、大阪、シカゴ、ニューヨーク、シンガポール、香港、

上海、シドニーなど、アジア、北米の主要な金融都市を接続しています。詳しくは当社のウェブサイ

ト http://www.kvh.co.jp をご覧ください。 
 
 
■本件に関するお問合せ先 
日産センチュリー証券株式会社 第 2 法人部 
Tel:(03)5623-5028 / Fax:(03)3669-6551 / E-mail: globalsales@nc-sec.co.jp /URL: http://www.nc-sec.co.jp 
 
KVH 株式会社 東京営業本部 
TEL:(03)4560-7100 / FAX:(03)4560-7138 / E-mail: sales@kvh.co.jp /URL: http://www.kvh.co.jp 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


